









































立合わせて全国で 14校、生徒数約 2300人であった高等女学校は、明治 33















































































































































































































































































































































































































































































































































































6 本田和子『女学生の系譜彩色される明治jJ(東京、背土社、 1990年)182 -184頁。なお本文中
の少年雑誌、少女雑誌のデータについては、日本児童文学学会編『児童文学事典jJ(東京、東京
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